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震

最
近
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
が

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
約

1
0
0
年
お
き
に
襲
っ
て
く
る
巨
大
地

震
で
す
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
ょ
う
。

南
海
ト
ラ
フ
と
は
東
は
静
岡
沖
か
ら

西
は
四
国
沖
に
か
け
て
の
海
底
に
あ
る

谷
で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
の
震
源
域
は
大

き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
東
側
か

ら
東
海
地
震
を
引
き
起
こ
す
東
海
震
源

域
、
東
南
海
震
源
域
、
南
海
震
源
域
で

す
。
こ
れ
ら
を
震
源
域
と
す
る
海
の
巨

大
地
震
が
連
動
し
て
発
生
す
る
た
め
、

地
震
の
規
模
や
も
た
ら
す
被
害
が
大
き

く
な
る
の
で
す
。

で
は
、
次
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

は
い
つ
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
西

日
本
で
は
、
地
震
が
よ
く
起
こ
る
時

期
（
活
動
期
）
と
あ
ま
り
起
こ
ら
な

い
時
期
（
静
穏
期
）
が
交
互
に
く
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
現
在
は
活

動
期
に
あ
た
り
ま
す
（
図
1
）。
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
の
約
40
年
前

か
ら
発
生
後
約
10
年
の
間
に
、
内
陸

の
活
断
層
が
動
い
て
直
下
型
地
震
（
内

陸
地
震
）
が
増
え
、
活
動
期
と
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
活

動
期
の
地
震
の
起
こ
り
方
の
パ
タ
ー

ン
を
元
に
分
析
す
る
と
、
次
の
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
西
暦
2
0
3
0

年
代
に
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
以
下
で
は
そ
の
理
由
を
詳

し
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は

い
つ
起
こ
る
？

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
時
期

に
関
す
る
予
測
は
、
以
下
の
事
実
か
ら

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
南
海
地
震
（
南
海
震
源
域
に

お
け
る
地
震
）
が
起
こ
る
と
地
盤
が
規

則
的
に
上
下
す
る
と
い
う
現
象
に
注
目

し
ま
す
。

南
海
地
震
の
前
後
で
土
地
の
上
下
変

動
の
大
き
さ
を
調
べ
る
と
、「
一
回
の
地

震
で
大
き
く
隆
起
す
る
ほ
ど
、
そ
こ
で

の
次
の
地
震
ま
で
の
時
間
が
長
く
な
る
」

と
い
う
規
則
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
利

用
す
れ
ば
、
次
に
南
海
地
震
が
起
こ
る

時
期
を
予
想
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

具
体
的
に
は
、
高
知
県
・
室
戸
岬
の

時間の経過

直
下
型
地
震
の
活
動
度
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図1：南海トラフ巨大地震を挟む直下型地震の活動期と静穏期（筆者作成）
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図2：高知県・室津港で観測された南海地震時の隆起量（筆者作成）
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リ
バ
ウ
ン
ド
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起
）

港
で
は
ゆ
っ
く
り
と
地
盤
沈
下
が
始

ま
っ
て
、
港
は
次
第
に
深
く
な
り
つ
つ

あ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
南
海
地
震

が
発
生
す
る
と
、
今
度
は
大
き
く
隆
起

し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、港
が
浅
く
な
っ

て
漁
船
が
出
入
り
で
き
な
く
な
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
頃
か
ら
室
津

港
で
暮
ら
す
漁
師
た
ち
は
、
港
の
水
深

を
測
る
習
慣
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
海
溝
型
地
震

に
よ
る
地
盤
沈
下
か
ら
の
「
リ
バ
ウ

ン
ド
隆
起
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

1
9
4
6
年
の
地
震
に
よ
る
リ
バ
ウ
ン

ド
隆
起
は
1.
15
㍍
で
し
た
。

地
学
に
は
「
過
去
は
未
来
を
解
く

鍵
」
と
い
う
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま

す
。
先
に
述
べ
た
過
去
の
デ
ー
タ
全
て

を
予
測
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ

レ
ー
ト
運
動
は
同
じ
よ
う
に
続
い
て

い
る
の
で
、
将
来
も
同
じ
現
象
が
起
こ

る
と
考
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
1
9
4
6

年
に
得
ら
れ
た
観
測
デ
ー
タ
に
、
地
震

予
測
に
必
ず
伴
う
誤
差
を
5
年
ほ
ど

加
味
し
て
、
次
に
南
海
地
震
が
起
こ
る

時
期
は
2
0
3
0
年
代
に
な
る
と
予

測
さ
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
上
の

大
災
害
に

政
府
の
中
央
防
災
会
議
は
、
次
の
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、
高
知
県
黒

潮
町
と
土
佐
清
水
市
で
最
大
34
㍍
、
静

岡
県
下
田
市
や
東
京
都
新
島
村
な
ど
で

30
㍍
を
超
え
る
津
波
に
襲
わ
れ
る
と
想

定
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
の

津
波
の
最
大
の
高
さ
は
、
岩
手
県
大
船

渡
市
の
16.
7
㍍
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
の
2
倍
以
上
で
す
。
し
か

も
、
地
震
発
生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
の

時
間
は
、
最
も
早
い
和
歌
山
県
串
本
町

で
は
わ
ず
か
2
分
と
想
定
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

地
震
自
体
の
大
き
さ
に
加
え
て
心

配
さ
れ
て
い
る
の
が
、
震
源
域
が
東

京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
福
岡
な
ど
の

大
都
市
を
含
む
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯

に
沿
っ
た
、
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
日

本
の
産
業
や
経
済
の
中
心
と
な
る
地

域
で
す
。
政
府
は
2
0
2
5
年
3
月

31
日
、
最
大
で
29
万
8
0
0
0
人
が

死
亡
し
、
経
済
被
害
額
は
最
大
で

2
9
2
兆
円
に
上
る
な
ど
と
し
た
被

害
推
計
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
次
の
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
が
日
本
に
も
た
ら
す

影
響
は
東
日
本
大
震
災
を
は
る
か
に

上
回
る
「
西
日
本
大
震
災
」
に
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起

こ
る
こ
と
自
体
を
止
め
た
り
、
地
震

の
規
模
や
揺
れ
の
大
き
さ
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。

し
か
し
、
も
た
ら
さ
れ
る
被
害
を

現
在
の
想
定
よ
り
少
な
く
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
大
切
な

の
は
、
建
物
の
防
災
補
強
な
ど
の
対

策
を
進
め
る
ほ
か
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
こ
と
で
す
。

北
西
に
あ
る
室
津
港
の
デ
ー
タ
を
解
析

し
ま
す
。
地
震
前
後
の
地
盤
の
上
下
変

位
量
を
見
る
と
、
1
7
0
7
年
の
地
震

で
は
1.
8
㍍
、
1
8
5
4
年
の
地
震

で
は
1.
2
㍍
、
1
9
4
6
年
の
地
震

で
は
1.
15
㍍
そ
れ
ぞ
れ
隆
起
し
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
2
）。

す
な
わ
ち
、
南
海
地
震
の
後
で
室
津
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